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11月 （臨時会）小中学校・幼稚園へのエアコン
導入決定

12月 「障害者総合福祉法の早期制定を求める
意見書」を国に提出

2323年
平 成

23年

３月 14年ぶりの大型予算（一般会計、特別会計・公営企業会計）
 滋賀竜王工業団地造成工事に伴い予算総額94億323万円

４月 （臨時会）期限切れ水道量水器問題2,653個の交換（修繕）補正可決
10月 （臨時会）台風18号による災害復旧工事費用 約8,700万円補正可決
12月 特別支援学校の「設置基準」の策定を求める請願を受け、県に意見書を提出

自動車関係諸税の簡素化及び負担軽減を求める意見書を国に提出

平 成

25年
平 成

25年

６月 （仮称）竜王消防出張所に隣接し、町防災拠点施設を
整備するため約2,500万円補正可決
 定住促進住宅リフォーム助成事業補助金増額の補正可決

８月 （臨時会）庁舎別館火災（１月発生）に伴う復旧関連費用約1億
3,000万円補正可決
　危機管理体制を追及

12月 米価下落等対策を求める請願を受け、国に意見書を提出

平 成

26年
平 成

26年

111111月月月 （（臨時会）小中学校 幼稚臨時会臨時会会）小中学校 幼稚
平 成

3
平 成平 成平 成

232323

 足跡の

平成25年９月　台風18号

幼稚園に設置されたエアコン

工業団地の現場視察
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平 成

24年
平 成

24年３月 環太平洋経済連携協定（TPP）交渉に関する意見書を国に提出
竜王町立竜王小学校改築基金条例の制定
 　10年後をめどに改築予定 

９月 国民健康保険事業特別会計（施設勘定）補正予算を否決
 副町長の選任案件を不同意

12月 「近江八幡市が竹町地先に一般廃棄物処理施設を建設することに竜王町長の
建設反対の意思表示を求める請願書」について賛成多数で採択 

３月 子ども議会「竜王町たつの子議会」を開催 
　12人の子ども議員がまちづくりへの提言を行う

５月  町民懇談会を開催
　「人口減少・若者定住・子育て」について意見交換（49名が参加）

 （臨時会）竜王中学校灯油流出事故（４月発生）に伴う対応関連
費用 約8,000万円補正可決

平 成

27年
平 成

27年

４年間 

平成27年3月　たつの子議会を開催

平成27年4月平平平成平成成成2727年7年年年年年年年444年4年4月44月月月月平平平平平平平平成成成平成平成成成成成成2成2成2成2222272777年7年年年年年年4年444月4月月平成成2777年4月
竜王中学校灯油流出事

故発生

平成24年12月　一般廃棄物処理施設反対看板

第15期竜王町議会
議員
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問 自立支援給付費1,600万円増額の内訳は。
答 一般給付で生活介護支援が600万円、就労
移行支援が400万円、療育事業分が600万円
です。

問 普通交付税の額（5,134万４千円）は確定
された額か。
答 確定した額です。

問 これまでの寄付金は年間どのぐらい
あったのか。
答 年間でおおよそ10万円くらいです。

問 これまで正確な敷地面積は確定していなか
ったのか。
答 企業立地予定者が行う予定だったが計画が
不成立となり、町が確定する必要があります。

問 隣地企業が開発を進めてきた場合、町有地
はどうするのか。
答 協議し様々な連携ができるものと考えてい
ます。

一般会計補正予算（第３号）

小口地先 町有地

ふるさと納税
「竜王町未来につなぐふるさと交竜寄附」

総務産業建設常任委員会

　１億7,664万5千円を増額し総額63億9,126万7千円に改める。

　謝礼品の提供を導入。また、観光振興にも
つながる制度へと拡充することで収入のアッ
プを図る。

　町有地の有効活用を図るため、売却先を公募することから、境界の確定により正確な敷地面積を明
示し、不動産鑑定を行う。

小口地先の町有地

8/21常任委員会 活動の

近江うし丸

自立支援給付とは

障がいのある人の自己決定
を尊重し、サービス提供事業
者と対等な関係に基づき、障
がいのある人が選択し、契約
によりサービスを利用する
仕組みです。

他市町の謝礼品のパンフレット
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問 施設等の整備拡充はどのように
考えているのか。
答 施設や器具は現状での対応とし、
故障等については協議しながらでき
る限り支援していきたいと考えてい
ます。

国保診療所（医科）の状況

教育民生常任委員会

地域活性化特別委員会

　平成26年３月から2年間の指定管理となった。受診者数は伸びておらず、採算ベースには乗っていな
いものの、指定管理者には町民の健康維持に努めていただいており、指定管理については平成28年度
も引き続き実施していきたい。

8/21

8/24

問 検討会では町の要望は反映されるのか。
答 若者定住に即した住宅地となることを要望しています。

答 空き家対策は進展しているのか。
問 現在の空き家状況は既存宅地で81戸、団地を入れて全体で130戸となっていて、問い合わせ
は５件ありました。

問 売却に向けた土地利用（分譲）計画素案が出されたが、農工法計画の変更は可能なのか。
答 県との協議において、ある程度決まったら変更手続きに入ることができます。

問 いつごろまでに手続きに入れば可能か。
答 年内中に方向が決まれば可能です。

住宅施策の状況

（株）雪国まいたけについて

　ＩＢＭグラウンド跡地利活用について、ＩＢＭ
の調査結果をもとに、三者（町・ＩＢＭ・コンサ
ル）検討会を開催。他にも鵜川・須惠の町有地
の利活用と山之上地先の住宅施策ではアクセス
道路整備に国の交付金を申請中。

　（株）雪国まいたけ取締役会長から残地の有効活用を図るため、売却を検討していることの報告があった。

特別委員会 活動の

IBMグラウンド跡地
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８月定例会で６人が一般質問を行いました。
ページ 質　　問　　事　　項 質 問 者

６ 竜王町環境基本条例のその後について 古株 克彦

７
竜王町障害児ホリデーサービス事業について 貴多 正幸

行政事務執行の見直しについて 菱田 三男

８
1. 介護予防・日常生活支援総合事業について
2. 地域コミュニティ計画の策定について
3. ボランティア・町民活動センターの設置について

内山 英作

9 1. 竜王農業の振興は進んでいるのか
2. 青年団の育成と団室の更新について 松浦　 博

10 「若者定住・人口増加プロジェクト」の進捗はどうか 山田 義明

町政
　ここを う！問

問　

平
成
26
年
３
月
に

制
定
さ
れ
４
月
１
日
よ
り

施
行
さ
れ
た
竜
王
町
環
境

基
本
条
例
の
「
基
本
計

画
」
策
定
の
進
捗
状
況
は
。

ま
た
、
主
要
道
路
沿
い
に

集
積
さ
れ
た
回
収
品
の
景

観
へ
の
影
響
に
つ
い
て
伺

う
。

古株 克彦 議員

竜王町環境基本条例の竜王町環境基本条例の
その後はその後は

問

基本計画を今年度中に策定予定答

答　

本
条
例

に
基
づ
く
竜

王
町
環
境
基

本
計
画
の
策

定
に
向
け
た

進
捗
状
況
に

つ
い
て
は
、

平
成
26
年
度
、

27
年
度
の
２

ヵ
年
で
計
画

策
定
作
業
を

進
め
て
い
る
。

昨
年
度
は
、

住
民
ア
ン
ケ

ー
ト
調
査
の

実
施
、
計
画

書
素
案
の
作

成
等
を
行
い
、

今
年
度
に
は
、

計
画
書
原
案

の
作
成
、
パ

ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
の
実
施
、

関
係
機
関
へ
の
意
見
照
会
な

ど
を
行
っ
て
、
平
成
28
年
３

月
に
計
画
策
定
予
定
。

　

集
積
さ
れ
た
回
収
品
に
つ

い
て
は
、
地
権
者
を
通
じ
て

再
三
撤
去
等
を
求
め
て
い
る

が
、
い
ま
だ
に
改
善
す
る
様

子
が
な
く
、
今
後
も
引
き
続

き
要
請
す
る
。

回収品が集積された状況
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上下水道料金  お客様センター（役場上下水道課内）

問　

限
ら
れ
た
体
制
の

中
で
、
新
た
な
職
員
の
配

置
を
行
う
の
で
は
な
く
、

い
わ
ゆ
る
官
民
連
携
に
よ

る
業
務
全
体
の
レ
ベ
ル
ア

ッ
プ
を
図
る
手
法
は
有
効

で
あ
る
と
考
え
る
が
、
包

括
業
務
委
託
を
導
入
し
た

上
下
水
道
課
以
外
の
部
門

に
お
い
て
も
同
様
の
検
討

が
行
わ
れ
る
の
か
伺
う
。

答　

上
下
水
道
料
金
以
外

に
類
似
の
業
務
と
し
て
、
戸

籍
・
住
民
窓
口
業
務
、
課

菱田 三男 議員

行政事務執行の見直し行政事務執行の見直しはは問
鋭意検討を進める答

税
・
徴
収
業
務
な
ど
が
あ
る
。

こ
れ
ら
の
業
務
は
町
の
規
模

か
ら
す
る
と
費
用
対
効
果
が

得
ら
れ
に
く
い
こ
と
や
業
務

内
で
個
人
情
報
を
取
り
扱
う

こ
と
、
関
係
法
令
と
の
整
合

性
に
つ
い
て
慎
重
に
取
り
扱

わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と

か
ら
、
県
下
で
も
実
施
さ
れ

て
い
な
い
が
、
民
間
業
者
の

活
用
に
よ
る
業
務
全
体
の
レ

ベ
ル
ア
ッ
プ
を
図
る
こ
と
は

有
効
な
手
段
と
考
え
、
今
後
、

鋭
意
検
討
を
進
め
る
。

竜王町障害児竜王町障害児
ホリデーサービス事業ホリデーサービス事業はは

問

より効率的で効果的な
事業の推進を図る

答

問　

こ
の
事
業
に
つ
い

て
は
、
年
々
利
用
者
が
増

加
傾
向
で
あ
る
が
、
町
と

し
て
の
対
応
は
。

　

ま
た
、
教
育
委
員
会
は

ど
の
よ
う
な
関
わ
り
を
持

っ
て
い
る
の
か
伺
う
。

答　

事
業
に
対
す
る
支
援
者

お
よ
び
活
動
場
所
の
確
保
が

困
難
な
状
況
の
中
で
、
ま
ず
、

支
援
者
不
足
の
解
決
策
と
し

て
、
近
隣
の
高
等
学
校
に
依

頼
を
し
、
高
校
生
に
も
支
援

員
と
し
て
参
加
し
て
も
ら
っ

て
い
る
。

　

次
に
活
動
場
所
に
つ
い
て

は
、
他
事
業
の
兼
ね
合
い

か
ら
鵜
川
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ

貴多 正幸 議員

の
他
に
竜
王
町
公
民
館
や
鏡

ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
を
活
用
し

て
事
業
を
実
施
し
て
い
る
が
、

既
存
の
施
設
を
活
用
す
る
中

で
利
用
希
望
者
全
て
を
受
け

入
れ
る
こ
と
は
厳
し
い
状
況

で
あ
る
。

　

ま
た
教
育
委
員
会
と
し
て
、

特
別
支
援
学
級
の
児
童
・
生

徒
の
学
校
以
外
で
の
生
活
の

様
子
を
把
握
し
て
も
ら
え
る

よ
う
に
教
職
員
に
対
し
て
も

積
極
的
な
参
加
を
呼
び
か
け

て
い
る
。

　

今
後
は
、
現
状
の
課
題
解

決
に
と
ど
ま
ら
ず
、
協
議
検

討
を
行
い
、
よ
り
効
率
的
で

効
果
的
な
事
業
の
推
進
を
図

り
た
い
。

障害児ホリデーサービスの様子
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竜王町ボランティアセンター
（福祉ステーション２F）

介護予防活動の様子

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
の

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
計
画
の

策
定
策
定
はは

地
域
の
課
題
を
見
出
す

き
っ
か
け
づ
く
り
と
な
る

問答

問　

本
事
業
は
ど
の
よ

う
な
内
容
の
サ
ー
ビ
ス
に

な
る
の
か
。
ま
た
、「
訪

問
型
サ
ー
ビ
ス
Ｄ
（
移
動

支
援
）」
の
サ
ー
ビ
ス
内

容
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

サ
ー
ビ
ス
内
容
は
大

き
く
二
つ
に
分
か
れ
る
。一

つ
は
、介
護
や
生
活
支
援
を

必
要
と
さ
れ
る
方
に
対
し
て
、

訪
問
型
サ
ー
ビ
ス
や
通
所
型

サ
ー
ビ
ス
等
を
提
供
す
る
事

業
。も
う
一
つ
は
、全
て
の
高

齢
者
を
対
象
に
、住
民
主
体

の
介
護
予
防
活
動
の
育
成
・

支
援
を
行
う
な
ど
の
事
業
。

　

ま
た
、「
訪
問
型
サ
ー
ビ
ス

Ｄ（
移
動
支
援
）」の
サ
ー
ビ

ス
は
、通
所
型
サ
ー
ビ
ス
の

送
迎
、移
送
前
後
の
生
活
支

援
と
規
定
さ
れ
て
い
る
。

問　

現
在
、
地
域
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
計
画
の
策
定
率

が
０
（
ゼ
ロ
）
％
で
あ
る

こ
と
の
原
因
は
な
に
か
。

　

策
定
率
１
０
０
％
を
目

指
し
て
の
今
後
の
取
り
組

み
に
つ
い
て
伺
う
。

答　

平
成
22
年
度
に
町
内
全

自
治
会
に
お
い
て
実
施
し
た

自
治
会
の
健
康
診
断「
地
域

カ
ル
テ
」の
取
り
組
み
を
も

と
に
話
し
合
い
を
始
め
ら
れ

た
い
く
つ
か
の
自
治
会
に
対

し
て
支
援
を
行
っ
た
が
、最

終
的
に
計
画
書
と
し
て
取
り

ま
と
め
る
こ
と
が
で
き
な
か

っ
た
。

　

重
要
な
取
り
組
み
と
し
て
、

第
五
次
竜
王
町
総
合
計
画
後

期
基
本
計
画
の
中
で
も
位
置

づ
け
て
い
く
。

ボランティア・町民活動ボランティア・町民活動
センターの設置はセンターの設置は

社会福祉協議会と
連携・検討していく

問

答

問　

町
内
の
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
団
体
、
個
人
の
数
に

つ
い
て
伺
う
。

　

次
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
・
町
民
活
動
セ
ン
タ

ー
の
設
置
に
つ
い
て
の

考
え
を
伺
う
。

答　

竜
王
町
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
登
録
数
は
、

地
域
福
祉
活
動
等
が
18
団
体
、

趣
味
活
動
が
９
団
体
、
個
人

が
３
名
で
あ
る
。

　

今
後
、
ま
ち
づ
く
り
担
当

を
中
心
に
関
係
各
課
が
連
携

を
深
め
、
竜
王
町
社
会
福
祉

協
議
会
と
も
相
互
に
連
携
し

な
が
ら
、
集
え
る
場
づ
く
り
、

き
っ
か
け
づ
く
り
な
ど
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
の
推
進
、
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
充

実
を
め
ざ
す
。

内山 英作 議員

介護予防・日常生活支援介護予防・日常生活支援
総合事業は総合事業は

新総合事業検討会議を立ち上げ、
検討中

問

答

▲
自
治
会
の
健
康
診
断（
平
成
22
年
度
）

◀
第
五
次
竜
王
町
総
合
計
画
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問　

農
地
集
約
に
よ
っ

て
、
ど
の
よ
う
に
「
竜
王

ら
し
い
農
業
」
を
め
ざ
す

の
か
。

　

ま
た
、
町
が
考
え
る
農

業
の
「
原
点
」
と
は
ど
の

よ
う
な
も
の
な
の
か
。
再

生
産
が
可
能
な
仕
組
み
は

で
き
た
の
か
。
そ
し
て
、

26
年
産
米
価
格
の
大
幅
下

落
は
農
家
に
ど
の
よ
う
な

影
響
が
あ
っ
た
の
か
。

問　

町
は
、
青
年
団
事

務
所
に
つ
い
て
、「
老
朽

化
が
激
し
く
耐
震
補
強
対

策
が
で
き
る
建
物
で
な

い
」
と
認
め
て
い
る
が
、

ど
の
よ
う
に
耐
震
対
策
を

講
じ
る
の
か
。 

　

ま
た
、「
青
年
団
は
町

に
と
っ
て
貴
重
な
財
産
」

と
さ
れ
て
い
る
が
、
今
後

ど
の
よ
う
に
育
成
す
る
の

か
伺
う
。

答　

青
年
団
事
務
所
は
長
期

的
に
利
用
す
る
こ
と
は
難
し

く
、
町
公
民
館
１
階
の
交
竜

フ
ロ
ア
や
既
存
施
設
の
有
効

活
用
が
で
き
な
い
か
、
利
用

す
る
時
間
帯
も
含
め
関
係
者

や
青
年
団
と
引
き
続
き
検
討

す
る
。

　

次
に
、
団
の
指
導
・
育
成

に
つ
い
て
は
顧
問
や
指
導
員

と
も
情
報
交
換
を
進
め
る
中

で
継
続
し
た
指
導
助
言
を
行

う
。
例
え
ば
、
組
織
強
化
運

動
と
し
て
の
宿
泊
研
修
や
社

会
貢
献
の
一
環
と
し
て
の
環

答　

農
地
利
用
の

集
積
・
集
約
化
に

よ
り
、
生
産
性
を

上
げ
コ
ス
ト
ダ
ウ

ン
を
図
る
農
地
の

採
算
性
追
求
型
農

業
を
め
ざ
す
。
そ

の
た
め
に
法
人
の

設
立
と
認
定
農
業

者
の
増
加
が
図
れ

る
体
制
の
構
築
を

進
め
た
い
。

　

ま
た
、
２
つ
の

道
の
駅
を
活
用
し
、

米
の
直
売
、
町
内

産
原
料
に
よ
る
商

品
化
の
促
進
、
高

付
加
価
値
商
品

の
生
産
、
町
内
で
の
商
品
加

工
に
取
り
組
む
こ
と
に
よ
り
、

農
家
の
実
質
所
得
を
大
き
く

し
て
い
く
こ
と
が
竜
王
ら
し

い
農
業
振
興
に
つ
な
が
る
と

考
え
る
。
一
方
、
米
価
下
落

は
農
家
の
経
営
努
力
だ
け
で

は
限
界
が
あ
る
と
聞
い
て
い

る
。

青
年
団
の
育
成
と
団
室
の
更
新

青
年
団
の
育
成
と
団
室
の
更
新
はは

組
織
強
化
を
図
る
と
と
も
に
、

既
存
施
設
な
ど
の
利
用
を
検
討
す
る

問
答

松浦　博 議員

竜王農業の振興は竜王農業の振興は
進んでいるのか進んでいるのか

農家の実質所得を上げることが
農業振興には重要

問

答

境
美
化
運
動
な
ど
に
対
し
て

継
続
し
た
支
援
に
取
り
組
み
、

育
成
を
図
っ
て
い
く
。

老朽化の激しい竜王町青年団事務所

▶
秋
本
番
！　

収
穫
作
業
風
景
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「若者定住・人口増加「若者定住・人口増加
プロジェクト」の進捗はプロジェクト」の進捗は

問

プロジェクトからの提案を
策定中の計画に生かす

答

問　

こ
の
庁
内
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
は
竜
王
町
の
将
来

に
と
っ
て
大
変
重
要
な
取

り
組
み
で
あ
る
が
、
取
り

組
み
内
容
と
今
後
の
展
開

に
つ
い
て
伺
う
。

答　

人
口
減
少
に
歯
止
め
を

か
け
、
人
口
増
に
向
か
う
た

め
の
可
能
性
に
つ
い
て
検
討

し
た
。

　

住
宅
施
策
と
し
て
新
た
な

住
宅
地
の
確
保
に
向
け
た
ハ

ー
ド
面
で
の
可
能
性
に
つ
い

て
検
討
し
た
。
ま
た
、
若
者

山田 義明 議員

定
住
・
少
子
化
対
策
と
し
て
、

若
者
や
転
入
者
に
も
住
み
や

す
い
地
域
づ
く
り
の
推
進
、

子
育
て
支
援
と
し
て
、
安
心

し
て
出
産
・
子
育
て
に
つ
な

げ
る
た
め
の
環
境
整
備
、
い

わ
ゆ
る
ソ
フ
ト
面
で
の
可
能

性
に
つ
い
て
検
討
し
た
。

　

提
案
内
容
に
つ
い
て
は
、

今
年
度
策
定
中
の
竜
王
町
ま

ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総

合
戦
略
、
第
五
次
総
合
計
画

後
期
基
本
計
画
を
策
定
す
る

中
で
位
置
づ
け
る
。

～ どなたでも 傍聴できます ～～ どなたでも 傍聴できます ～
　議会ではどんな政策が審議されているか、あるいは
自分が選んだ議員がどのような活動をしているかなど、
傍聴は議会の動きに触れることができる身近な方法です。
傍聴について詳しくは、町ホームページをご覧ください。

傍聴席は、ここ。傍聴席は、ここ。

議
会
傍
聴

議
会
傍
聴
ＱＱ
＆＆
ＡＡ

問　

ど
の
よ
う
に
し
た
ら
傍
聴
で
き

ま
す
か
。

答　

受
付
で
、
傍
聴
受
付
簿
に
住
所
、

氏
名
お
よ
び
年
齢
を
ご
記
入
い
た
だ
き
、

随
時
傍
聴
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
定

員
は
32
人
で
す
。
傍
聴
受
付
は
３
階
で

行
っ
て
い
ま
す
。

問　

議
会
日
程
は
ど
う
す
れ
ば
わ
か

り
ま
す
か
。

答　

町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
し
て
い

ま
す
の
で
ご
覧
く
だ
さ
い
。

町議会町議会のの傍聴傍聴に行こうに行こう！！
人口減少問題緊急対策会議（平成26年８月）

議場は役場の３階にあります

そうだ!!そうだ!!そうだ!!そうだ!!

詳細については、
議会事務局☎58-3713にお問い合わせください。
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10月１日に初議会が招集され、正副議長、各委員会委員、監査委員などの選出を行い、第16期竜王町議
会がスタートしました。

第16期竜王町議会スタート！第16期竜王町議会スタート！第16期竜王町議会スタート！第16期竜王町議会スタート！
任期：平成27年10月１日～平成31年９月30日

～竜王町発展のために全力で頑張ります!!～

議
長 

小
森　

重
剛

副
議
長 

貴
多　

正
幸

委
員
会
構
成

総
務
産
業
建
設
常
任
委
員
会

委
員
長　

古
株　

克
彦

副
委
員
長　

小
西　

久
次

委
員　

森
山　

敏
夫

委
員　

松
浦　
　

博

 

委
員　

菱
田　

三
男

委
員　

小
森　

重
剛

教
育
民
生
常
任
委
員
会

委
員
長　

山
田　

義
明

副
委
員
長　

内
山　

英
作

委
員　

貴
多　

正
幸

委
員　

若
井　

猛
志

委
員　

森
島　

芳
男

委
員　

岡
山　

富
男

議
会
運
営
委
員
会

委
員
長　

菱
田　

三
男

副
委
員
長　

古
株　

克
彦

委
員　

貴
多　

正
幸

委
員　

山
田　

義
明

委
員　

岡
山　

富
男

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長　

森
山　

敏
夫

副
委
員
長　

森
島　

芳
男

委
員　

内
山　

英
作

委
員　

松
浦　
　

博

委
員　

山
田　

義
明

委
員　

岡
山　

富
男

地
域
活
性
化
特
別
委
員
会

委
員
長　

岡
山　

富
男

副
委
員
長　

菱
田　

三
男

委
員　

貴
多　

正
幸

委
員　

小
西　

久
次

委
員　

松
浦　
　

博

委
員　

古
株　

克
彦

議
会
選
出 

監
査
委
員松

浦　
　

博

東
近
江
行
政
組
合
議
会
議
員

岡
山　

富
男

古
株　

克
彦

八
日
市
布
引
ラ
イ
フ
組
合
議
会
議
員

森
山　

敏
夫

内
山　

英
作

中
部
清
掃
組
合
議
会
議
員

小
西　

久
次

森
島　

芳
男

若
井 

猛
志 

議
員

森
山 
敏
夫 
議
員

森
島 

芳
男 

議
員

内
山 

英
作 

議
員

松
浦 

　
博 

議
員

岡
山 

富
男 

議
員

小
西 

久
次 

議
員

古
株 

克
彦 

議
員

菱
田 

三
男 

議
員

山
田 

義
明 

議
員

貴
多 

正
幸 

議
員

小
森 

重
剛 

議
員
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編 集 後 記

報
広
会
議
町
王
竜

竜
・
行
発
■

王

町

議

会会
員
委
別
特
報
広
会
議
・
集
編
■

２
９
５
２
―
０
２
５
〒

３
口
小
町
王
竜
郡
生
蒲
県
賀
滋

３
１
７
３
―
８
５
）
８
４
７
０
（
☎

議
会
広
報
特
別
委
員
会

委
員
長

松
浦

博

副
委
員
長

内
山

英
作

委

員

竹
山

兵
司

岡
山

富
男

古
株

克
彦

人の為に働く喜びを感じよう

　岡屋在住　山中　茂 さん
やま なか　　  しげる
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